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大豆ミール、7～9月3%値上がり　原料高や円安で
主に家畜の飼料となる国産の大豆ミールの7～9月の大口取引価格が前期（4～6月）比3%高で決着した。値上げは4四半期連続。中国で畜産向けの

需要が底堅い。原料の大豆の高値が続いたほか、競合する輸入品も割高となり価格を押し上げた。畜産農家のコスト負担が増す。

製油各社は大豆や菜種を輸入し、食用油を生産する。油を搾る際に発生する搾りかすがミールだ。国産ミールは製油各社が配合飼料各社と、四半

期ごとに値決めする。

7～9月は大豆ミールが1トン7万9200円と前期に比べ2500円前後高い。値上がり幅は前期（7～8%）に比べて縮小したものの、3四半期連続で最高

値を更新した。

7～9月の価格は4～6月の国際相場や需給などを参考にする。指標となる米シカゴ市場の大豆ミール先物価格（期近）は4月以降上昇傾向で推移

し、5月中旬には前年同期比で5割以上高い1米トン（約910キロ）450ドル前後になった。

中国の飼料需要は底堅い。2018年のアフリカ豚熱（ASF）の流行で減った養豚数は20年以降に回復。現在は4億頭以上と、流行前（17年）を2割以

上上回る。

新型コロナウイルスの感染拡大が世界で広がるなか、経済活動の正常化もいち早く進んだ。豚肉の消費も堅調とみられる。ミールの原料になる大

豆の輸入が堅調なほか、米産地の高温による減産観測も重なり大豆先物価格を押し上げた。これにつられる形で、ミールの先物も値上がりした。

為替の円安も進み、7～9月の価格交渉は当初「前期に比べ4000～5000円高くなる雰囲気だった」（配合飼料会社）。中国の旺盛な需要で、国産

と競合する中国産ミールも従来より調達しにくくなった。

その後、ミール先物は米大豆産地の高温乾燥が和らぐとの見方から下落した。6月下旬には350ドルと約8カ月ぶりの安値となった。こうした動き

を踏まえ、値上げ幅は想定より圧縮された。

菜種ミールは大豆ミールの価格を基準に決める方式で、大豆ミールに連動して値上げ決着した。1トン5万8300円前後と、1700円程度（3%）高

い。

ミール高は飼料にも波及する。飼料最大手の全国農業協同組合連合会（JA全農）は7～9月の農家向け出荷価格を、4～6月に比べ全畜種平均で1ト

ン4700円（6%程度）引き上げた。値上げは4四半期連続だ。

飼料代は農家の経営コストの4～6割を占めるとされ、急激な上昇は畜産農家の経営に打撃となる。飼料業界にはメーカーと農家で積み立てた資金

を価格高騰時に農家に払う仕組みがある。

4～6月は原料価格が基準を上回ったとして、7月下旬以降に1トン9900円が農家に支払われる。価格の上昇幅が大きく、8年ぶりに通常より額を上

積みする措置がとられた。

北海道のある養鶏業者は「補塡金がなければ赤字だったかもしれない」と話す。畜産・外食の平田牧場（山形県酒田市）は飼料代の上昇などを理

由に、6月納品分から豚の部分肉を1キロあたり7～8%値上げした。値上げは7年ぶりだ。

同社は「経営努力だけでは吸収できない」としている。大豆ミールの高値が続けば、畜産製品や加工品への転嫁を通し消費者の負担が増える可能

性もある。
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鹿島

全現場でＣＯ２排出量を把握／工種ごとの特徴踏まえ有効な削減策立案へ
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三和酒類拝田グリーンバイオ事業所　焼酎かす食品原料に
九州・沖縄　拠点を探る

本格麦焼酎「いいちこ」の三和酒類（大分県宇佐市）は発酵技術と創意工夫を通じ、消費者へ新たな価値を提供することに挑んで

いる。麦焼酎を造る際に出る焼酎かす（大麦発酵液）の有効活用もそうした取り組みの一つだ。宇佐市内で2009年に操業を始めた

「拝田グリーンバイオ事業所」はその専用拠点であり、食品・飼料の原料を生産し、温暖化ガス排出量の削減を実現している。

三和酒類は大分県内に4つの製造拠点を持つが、敷地面積が2万6500平方メートルある同事業所だけが酒を造っていない。近くにあ

る本社工場と県西部の日田市にある日田蒸留所で1日に計200トン以上出る焼酎かすの6割を受け入れ、機能性食品や乳牛などに与

える飼料の原料などに加工する。残りの焼酎かすは本社工場で、飼料原料などにしている。

同事業所の竹嶋直樹所長は「発酵技術に強くこだわってきた三和酒類らしい事業拠点だ」と胸を張る。特に力を入れているのが機

能性食品原料の生産だ。

焼酎かすの有効成分を抽出した「発酵大麦エキス」はアミノ酸のほか、健康効果が高いとされるポリフェノールなどの成分を含ん

でいる。その発酵大麦エキスを乳酸菌発酵してつくる「大麦乳酸発酵液ギャバ」には一時的に落ち込んだ気分を前向きにしたり、

弾力を維持して肌の健康を守ることを助けたりする効果があるという。三和酒類はそれぞれの機能について特許出願中だ。

ギャバは業務用原料として、食品や化粧品などのメーカーが注目する。ギャバや発酵大麦エキスなどを生産する食品加工エリアは

ここ4～5年、ほぼフル稼働の状態が続いている。自社でも機能性表示食品として、ギャバを配合した「大麦若葉青汁　大麦のちか

ら」（30袋、3996円）と「眠りメンテ」（14袋、1944円）を販売している。

バイオマス飼料化エリアでは、飼料の原料をつくる。併せて、焼酎かすを微生物の力で発酵させてバイオガスにし、エネルギー源

としても活用する。その結果、年間の二酸化炭素（CO2）排出量は07年に比べ約3000トン少ない状態を維持している。杉の木なら

21万本が1年に吸収する量だ。排液を処理する過程で出る汚泥は脱水して肥料の原料にするなど、資源の循環にも徹底してこだ

わっている。

同事業所が受け持つ「食品事業」の売上高は清酒やワインと同様、会社全体（2020年7月期で429億円）の1%に満たない。だが、

担当の高下秀春取締役は「機能性食品原料は将来、（主力である）焼酎に匹敵する事業に育つ可能性を秘めている」と力を込め

る。そのため「新たな付加価値のある製品を今後もユーザーに届け、事業としての足場を固めたい」と意気込む。（大分支局長

松尾哲司）


